
緑字決算

環境会計

環境活動の成果を独自指標で評価
　企業は、原材料やエネルギーを利用したり、廃棄物や
温室効果ガスを排出するなど、地球環境と密接に関わり
あいながら事業活動を行っています。そこで、地球に対し
ての事業活動における環境面の収支を報告する必要が
あると考え、導入したのが「緑字決算」です。この「緑字
（りょくじ）」という言葉は、経済活動の成果を一般的に
「黒字」「赤字」と表現することから、環境活動の結果を表現
する言葉は何字だろう？と考えた時、環境＝緑のイメージ
から1998年に生まれました。以来毎年、「緑字決算」とし
て宝酒造の環境活動の取り組み結果を公表しています。

緑字決算の定義
　原材料の調達から生産、物流、消費後に至るまでのすべて
のプロセスで発生する環境負荷の中から重要な環境負荷
項目を選定し、その環境負荷の改善度をECO（エコ）という
１つの統合指標で表したものです。

緑字決算ECOの算出方法
①「緑字決算」の指標に選定した環境負荷項目はそれぞれ
単位が違うので単純には比較できません。そこで、それぞ
れの環境負荷の基準年（2013年度）からの改善率（%）を
求めることにより単位を揃えました。

②環境負荷の影響度はそれぞれ異なっているので、改善
率を単純には平均できません。そのため環境負荷項目に
重み付けを行いその「重み付け係数」を掛けて個別ECO
を求めた後、その平均をとって統合指標ECOを算出しま
した。なお、「重み付け係数」の決定にあたってはインター
ネット上で、約1,000人の方に重要度の順位付けを行って
いただきその結果を係数化しました。

2016年度の緑字決算は＋４.4ＥＣＯ
　容器包装の減量化や省エネ、省資源活動の結果、原料、
容器包装、燃料、用水の調達やＣＯ₂、工場排水の排出、リサ
イクルされない容器包装の排出の項目はプラスＥＣＯとな
りました。
　一方で、製造量の増加に伴う電力使用の増加と動植物
性残さや廃プラスチックの増加があり、電力と工場廃棄物
はマイナスＥＣＯとなりました。
　その結果、2016年度の宝酒造全体としての緑字決算は
+4.4ＥＣＯとなりました。
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②の重み付け値は、消費者アンケートにより決定します。
リサイクルされない容器包装＝容器包装量×（1－容器包装のリサイクル率）
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当社独自指標である緑字決算を公表します。
また、環境会計ガイドラインに基づく環境会計を当社のウェブサイトで公開しています。
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